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一事業幡准把当者研究概要一

サンゴ－次生i塞壱の系統分類

須田彰一郎(理学部海洋自然科学科｡教授）

琉球列島沿岸域は,暖流である黒潮が西側を流

れていることもあり,熱帯性の海洋生物が分布す

るインド・西太平洋域に属す｡また,サンゴ礁やマ

ングローブ'林が発達する曰本国内ではユニーク

な生態系を有している｡しかしながら,近年は人為

影響ともいわれるサンゴの白化現象などにより，

その環境は急速に失われつつある。

一方,琉球列島沿岸域を含め,熱帯。亜熱帯の

サンゴ礁域からの微細藻類に関する系統分類学

的な研究報告は,褐虫藻などの－部を除き,多く

の分類群に関してはほとんどなされていない｡こ

のため,本研究ではできるだけ多くの微細藻類の

分類群について分離培養を試み,形態学的観察に

加え,分子遣伝学的系統解析も組み合わせて,多

くの|胄報を得ることを目的とした｡しかし,すべて

の分類群を網羅的に研究することは不可能であ

るため,いくつかの分類群にしぼり研究を進めて

きた｡2007年から大型藻類の専門家もＣＯＥ研究

員として加わり,微細藻類のみならず､大型藻類分

類群からサンゴ礁域の－次生産者の系統分類研

究も開始した｡研究成果の一部は,2005年８月に

南アフリカのダ､－バンで開催された国際藻類学会

と２００８年１１月にニュージーランドのウェリントン

で開催されたアジアー太平洋藻類学会議で報告す

ることができた(図1）

分離した｡分離株は光学および電子顕微鏡による

詳細な形態観察を行うとともに多くの場合,ＤＮＡ

抽出し１８SrDNA塩基配列などを決定し,分子遺

伝学的系統解析も行った。
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Ｊ 図1.アジアー太平洋藻類学会議へ参加

1．NephﾉDse/m/s属藻類

ネフ□セルミス属は,緑藻植物門に属し,ネフ□

セルミス藻綱1綱１．科1属の藻類である｡単細胞

遊泳１１生で,２本の不等長鞭毛を有しＩ扁平な楕円形

の細胞である｡葉緑体は1枚でピレノイドを1つ持

つ｡細胞の大きさは３~101｣ｍ程度で,特徴的な遊

泳の様子から容易に他の藻類と区別することが

できる｡合までに８種の存在が知られている。

分離株は,100株あまりに達し,多くの末記載種

が含まれている可能性が高いことが判明した｡研

究艀i局として,国内外の学会で５回の報告を行い

つつ,大学院博士後期課程の留学生に研究を託す

状況になっている。
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採集地は北から種子島,奄美大鳥,沖永良部島，

与論島,沖縄島,渡嘉敷島,宮古島,石垣島,波照間

島で,沖縄島を除きほとんどの場所は－回採集し

ただけであった｡沿岸から水深１０ｍ程度の海底

表面の砂と海水を採集し,分離源とした｡採集物を

プラスチックシャーレに入れ,１ＭＫ培地(曰本製薬）

で粗培責し倒立顕微鏡で観察しながら目的とす

る藻類の単一細胞か単一群体をピペット洗浄法で

……｡Eﾌﾞ･……繰1Ｎ
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3.恩納村真栄田地先礁池の微細藻類相

年間を通じて安定的に採集を行うことができ，

かつ,比較的自然度が残されている海岸で,なる

べく大学に近い場所という条件で,恩納村真栄田

地先の礁池を主な採集場所に定め(図3),現存鬘

が多いため－次牛産者として重要と考えられる珪

藻類と渦鞭毛藻類についてフ□ラ研究を行った。

2.円)"a"7,70,as属藻類

前述のネフ□セルミス属藻類と同時期にプラ

シノ藻綱のピラミモナス属についても分離株を作

成し,形態および遺伝子解析から系統分類を行っ

てきた｡ピラミモナス属は,単細胞で細胞前端部の

凹みから通常4本の等長鞭毛を生じる｡大きさは

5~201｣ｍ程度で,細胞壁がなく代わりにナノメー

トノレサイズの微細な鱗片を持つ｡この鱗片の形態

は種により異なり重要な分類形質になっているた

め電子顕微鏡観察が必須である(図2)。
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図3.採集地としての恩納村稟栄田地先の礁池

珪藻類に関しては,2006年１１月から２００８年６

月までに,合計６回の採集を行い,３３属４４種を形

態学的に分類した｡琉球列島における底生'|'生珪藻

類相の報告はほとんどなく重要な知見といえる。

サモアからの留学生が修士論文としてまとめ発表

した｡渦鞭毛藻類に関しても同様に底生性渦鞭毛

藻類相について研究を開始した｡現在,博士後期

課程の学生が研究を継続中で,結果の－部はウェ

リントンの学会(図1)で報告することができた。
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図2．Tni4Pyl株の震渦型電子顕微鏡像

琉球列島各地から６０株あまりを確立すること

に成功し,多くの末記載種の存在を確認した｡分離

源として海底の砂を用いたため,合まで報告例が

少ない底生性の種類が多く含まれていることが

判明した｡前述のネフ□セルミス属とは異なり,新

たな系統解析データを加えても系統をはっきりさ

せるまでには至っていない｡さらに多くの新規分

離株を確立し,研究を継続する必要性が認められ

た｡研究経過は国内外の学会で５回の報告を行っ

てきた。

4.サンゴ礁域の一次生産を担う微細藻類

琉球列島沿岸域は栄寶分が低く透明度が高

い｡これは植物プランクトンの現存鬘が少ないこ

とを意味している｡そのため,－次牛産左担う微

細藻類は,底生性か共生性である可能'|生が高いと

考えている｡加えて超微細なピコプランクトンの現

存量も多いことが判明し,無視することはできな

い｡－次生産者に関する更なる研究が必要で,よ

うやく研究の端緒に立ったというところである。
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